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	参加
	無料
	Blackout Simulation
	防災ワクチンシリーズ

	ブラックアウト大作戦
	自宅で都合のいい日に体験しよう！
	step

	voice
	スイッチを押せば電気がつく、蛇口をひねれば水が出る、この「当たり前」が
	実は当たり前ではないことを、改めて実感した。自分でも気づかぬうちに
	「文明のぬるま湯」にどっぷりつかっていた、ということだろう。
	準備してあったが使えないもの、足りないものが見えた一方で、役に立つもの
	もわかった。体験してみて初めて気がついた。実際に起きてから「使えない」
	では困るので、事前に体験できて良かったと思う。
	暗闇というよりも音や情報がないことへの不安が大きかった。スマホやアレクサ
	を封印してしまって、ラジオもテレビもインターネットもなく、自分で設定したこと
	ではあったが、備える必要があると感じた。
	1人で停電を体験すると楽しさと孤独を感じました。今回は嫌になったら直ぐに
	やめれるので、苦痛は感じなかったけれど、本物の災害に被災し、終わりの
	ない不便が続くと感じた時はどうなるか分からない（きっとパニックになる）。
	■昨年度実施時の参加者の様子
	体験によって「過信」に自分で
	気づくことができた

	■主体的対応力（n=82）

	present
	特製景品
	抽選で
	をプレゼント
	参加＆終了後アンケート回答いただいた方から抽選で、協賛企業商品を含む
	ブラックアウト大作戦特製景品をプレゼント！
	■協賛企業一覧
	■昨年度実施時の
	　景品当選者写真
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